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三 田社会 学創 刊 号(1996)

か、 とい う問題に議論は立ち返っていくと思 う。そ うす ると例えば、 コンピューター ・リ

テラシーの問題 も含 めた形で 「言語的社会化」 と 「政治的社会化」のあ り方 を検討 し直す

ことも必要 になる。そ して、そ うい うところに視点 を移 してみ ると、そ うそ う明るい展 望

ばか りも描 けないように僕 には思えるのだが どうだ ろ うか。

                         (すずき ともゆき 法政大学社会学部)

リプ ライ

干川 剛史

鈴 木智 之氏 の 書評 にお け る私 の論文へ の3つ の 「違和感 」 についてお答 え しよ うと思 う。

 まず、(1)「 どれ だ けネ ッ トワー ク が発 達 して も、 それ を利 用 す る側 が合理 的 な判断 能

力 と政治 的 な文 化 を備 えてい な けれ ば公 共性 の メデ ィア とはな りえ ない」 とい う指 摘 は 、

そ の通 りで あ る。

 例 えば 、NGO/NPO独 自の地 球規 模の コン ピュー ター ・ネ ッ トワー クで あ るAPC

(Assodation forProgressive Communication:進 歩 的コ ミュニケー シ ョン協会)ネ ッ トワー

クは、環 境 ・人権 ・平 和 とい った 問題 に対 して 「地 球規 模 で考 え、地域 に根 づ いた 行動 を

す る」 とい う政 治的 な文 化 と、それ を達 成す るた めの 合理 的な 判断 力を備 えたNGO/N

POの メ ンバ ーが 利用 す る こ とで、 地球規 模 の一種 の 「市 民的 公共性 」 を作 り上 げて い る

と言え るで あ ろ う。

 次 に、(2)の 「思 考 の道 具 と しての コン ピ ュー ター は 、政 治 的で 批判 的な理 性 を培養 す

る よ うな メデ ィア とな って い くだ ろ うか 」 とい う疑 問は、 コン ピュー ター をコ ミュニ ケ ー

シ ョンの道 具で な く、 「思考 の道 具」 と して 位置 づ けて いる点 でい ささか 的外 れ な指摘 で

あ る。

 そ こで、 この指 摘 を コ ンピ ューター ・ネ ッ トワー ク による コ ミュニケ ー シ ョン様 式 の 変

化 に関 す る もの と して と らえ る な らば 、 コ ン ピ ュー ター ・ネ ッ トワ ー クの 利用 に よっ て

「いっ で も、 ど こで も、 誰 とで も」 コ ミュニ ケ ー シ ョンを行 うこ とが可 能 とな るが、 他 方

で 、 こ う した形 の コ ミュニ ケー シ ョンは、 そ の 流れが 分 散 した り、 途切れ た りす る傾 向 が

あ り、鈴 木 氏が 指摘 してい る よ うに 「ひ とつ の 問題 を じっ く り考 え」議 論す るの に は、 不

向 きな性 質 が あ る。

 そ こで、 議論 が 円滑 に進み 収敏 してい くよ うな 工夫が 必 要 とな るが、 そ のや り方 は、 現

在 、試 行錯 誤 しなが ら考 え出 され て い る段 階で あ る。

 (3)の 「この(コ ン ピュー ター ・ネ ッ トワーク とい う)メ デ ィアへ のア クセ シビ リテ ィー

はか な り不 均 等 な形 で 配分 され るだ ろ う」 とい う 「情 報格 差」 に関す る指摘 につ い て。 こ

の問題 を解 決 す るには 、 コ ンピュー ターが も っ と使 い勝 手の 良い もの とな り、 また 、 コ ン
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ピューター ・リテラシーの育成を公教育の中で積極的に行っていく必要がある。

 最後に、今 日の 日本 において、阪神 ・淡路大震災でのボランティアの活躍が示 してい る

ように、社会の中の問題を自分の問題として受け とめ取 り組んでいこうとする 「市民文化」

が若者を中心 として形成されつつある。また 、そのよ うな若い 「市民」たちは、新 しい メ

ディァに対す る適応性 も高い。 したが って、彼 らが、 コンピューター ・リテ ラシーを身 に

つけてコンピューター ・ネ ッ トワークを使い こな し、 「市民的公共性」を築き上げてい く

可能性は大いに期待できるのではないだろ うか。

                        (ほしかわ っよし 徳島大学総合科学部)
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